
第
六
十
三
条
第
一
項
中
「
文
部
科
学
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
又
は
国
土
交
通
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」

に
改
め
、
同
項
の
表
第
一
号
中
「
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
原
子
炉
又
は
同
項
第
四
号
若
し
く
は
第

五
号
に
掲
げ
る
原
子
炉
（
船
舶
に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）」
を
「
船
舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
」
に
改
め
、
同
表
第

二
号
及
び
第
三
号
中
「
文
部
科
学
大
臣
又
は
経
済
産
業
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の

二
号
を
加
え
る
。

五

船
舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
に
係
る
原
子
炉
施
設
又
は
製
錬

施
設
、
加
工
施
設
、
原
子
炉
施
設
（
船
舶
に
設
置
す
る
原
子

炉
に
係
る
原
子
炉
施
設
を
除
く
。）、使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
、

再
処
理
施
設
、
廃
棄
物
埋
設
施
設
、
廃
棄
物
管
理
施
設
若
し

く
は
使
用
施
設
の
う
ち
原
子
力
規
制
委
員
会
が
告
示
で
定
め

る
も
の
が
法
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定

原
子
力
施
設
の
指
定
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

施
設
に
係
る
実
施
計
画
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
実
施
計

画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
つ
い
て
法
第
六
十
四
条
の
三
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
認
可
（
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護

の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
係
る
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い

て
同
じ
。）を
す
る
場
合

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安
庁
長
官

六

製
錬
施
設
、
加
工
施
設
、
原
子
炉
施
設
（
船
舶
に
設
置
す

る
原
子
炉
に
係
る
原
子
炉
施
設
を
除
く
。）、
使
用
済
燃
料
貯

蔵
施
設
、
再
処
理
施
設
、
廃
棄
物
埋
設
施
設
、
廃
棄
物
管
理

施
設
又
は
使
用
施
設
で
あ
つ
て
前
号
に
規
定
す
る
も
の
以
外

の
も
の
が
法
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定

原
子
力
施
設
の
指
定
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

施
設
に
係
る
実
施
計
画
に
つ
い
て
法
第
六
十
四
条
の
三
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
の
認
可
を
す
る
場
合

国
家
公
安
委
員
会
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第
六
十
三
条
第
二
項
の
表
第
一
号
中
「
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
原
子
炉
又
は
同
項
第
四
号
若
し

く
は
第
五
号
に
掲
げ
る
原
子
炉
（
船
舶
に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）」
を
「
船
舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
」
に
改
め
、

同
表
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
文
部
科
学
大
臣
又
は
経
済
産
業
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
に
改
め
、
同
表

第
六
号
中
「
文
部
科
学
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
又
は
国
土
交
通
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
に
改
め
る
。

第
六
十
四
条
中
「
文
部
科
学
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
又
は
国
土
交
通
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」に
改
め
、

同
条
の
表
第
一
号
中
「
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
原
子
炉
又
は
同
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
に
掲

げ
る
原
子
炉
（
船
舶
に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）」
を
「
船
舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
」
に
改
め
、同
表
第
二
号
中「
文

部
科
学
大
臣
又
は
経
済
産
業
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
に
改
め
、
同
表
第
五
号
中
「
文
部
科
学
大
臣
若
し

く
は
経
済
産
業
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
に
改
め
、
同
表
第
十
二
号
中
「
文
部
科
学
大
臣
」
を
「
原
子
力

規
制
委
員
会
」
に
改
め
る
。

第
六
十
五
条
の
見
出
し
を「（
原
子
力
規
制
委
員
会
の
職
員
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
等
）」に
改
め
、
同
条

第
一
項
中
「
経
済
産
業
省
又
は
国
土
交
通
省
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
に
改
め
、「
又
は
船
舶
安
全
法
（
昭
和
八

年
法
律
第
十
一
号
）
第
十
四
条
に
規
定
す
る
船
舶
検
査
官
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
経
済
産
業
省
又
は
国
土
交

通
省
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
に
、「
経
済
産
業
大
臣
又
は
国
土
交
通
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
に
改

め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
経
済
産
業
省
又
は
国
土
交
通
省
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
六
十
七
の
項
イ
及
び
六
十
九
の
項
イ
並
び
に
別
表
第
二
の
五
の
項
中
「
主
務
省
令
」
を
「
原
子
力
規

制
委
員
会
規
則
」
に
改
め
る
。

（
放
射
線
審
議
会
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

放
射
線
審
議
会
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
百
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
中
「
文
部
科
学
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
」
に
改
め
る
。

第
三
条
を
削
り
、
第
四
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
五
条
中
「
文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
政
策
局
原
子
力
安
全
課
」
を「
原
子
力
規
制
委
員
会
原
子
力
規
制
庁
」

に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
し
、
第
六
条
を
第
五
条
と
す
る
。

（
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
号
イ
中
「
こ
え
」
を
「
超
え
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
ロ
中
「
第
二
条
第
八
項
」
を
「
第
二
条
第
九

項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
届
出
の
受
理
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る

大
臣
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
届
出
の
写
し
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
項
第
一
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
届
出
の
受
理

文
部
科
学
大
臣

二

前
項
第
二
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
届
出
の
受
理

文
部
科
学
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣

三

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
届
出
の
受
理

文
部
科
学
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣

３

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
届
出
の
受
理
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会

に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
届
出
の
写
し
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
確
認
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
大
臣
に

対
し
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
確
認

文
部
科
学
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣

二

第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
確
認

文
部
科
学
大
臣

三

第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
確
認

国
土
交
通
大
臣
（
当
該
確
認
に
係
る
運
搬
が
輸
出
又
は
輸
入
を
伴
う
も
の

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
）

５

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
許
可
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、原
子
力
規
制
委
員
会
に
対
し
、

遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
通
報
す
る
と
と
も
に
、
当
該
許
可
に
係
る
申
請
書
（
法
第
六
十
一
条
の
三
第
三
項
に
規
定

す
る
書
類
を
添
付
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
許
可
に
係
る
申
請
書
及
び
同
項
に
規
定
す
る
書
類
）
の
写
し
を

送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
処
分
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
大
臣
に

対
し
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
処
分

文
部
科
学
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣

二

第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
処
分

文
部
科
学
大
臣

７

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
処
分
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
対

し
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
二
条
第
八
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
を
削
る
。

第
六
十
二
条
第
一
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十
一

法
第
十
条
、
第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
、
第
四
十
三
条
の
十
六
、
第
四
十
三
条
の
十
九
第
一

項
、
第
四
十
六
条
の
七
、
第
四
十
九
条
第
一
項
、
第
五
十
一
条
の
十
四
、
第
五
十
一
条
の
十
七
第
一
項
又
は
第

六
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
（
法
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
あ
つ
て
は
加
工

施
設
の
使
用
の
停
止
の
命
令
に
限
り
、
法
第
四
十
三
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
あ
つ
て
は
使
用

済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
使
用
の
停
止
の
命
令
に
限
り
、
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
あ
つ
て
は

再
処
理
施
設
の
使
用
の
停
止
の
命
令
に
限
り
、
法
第
五
十
一
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
あ
つ
て

は
廃
棄
物
埋
設
施
設
又
は
廃
棄
物
管
理
施
設
の
使
用
の
停
止
の
命
令
に
限
り
、
法
第
六
十
四
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
処
分
に
あ
つ
て
は
製
錬
施
設
、
加
工
施
設
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
、
再
処
理
施
設
、
廃
棄
物
埋
設
施

設
又
は
廃
棄
物
管
理
施
設
の
使
用
の
停
止
の
命
令
に
限
る
。）

十
二

法
第
五
十
六
条
又
は
第
六
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
（
同
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
あ
つ
て
は

使
用
施
設
の
使
用
の
停
止
の
命
令
に
限
る
。）

十
三

法
第
六
十
一
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
処
分
（
国
際
規
制
物
資
で
あ
る
核
原
料
物
質
に
つ
い
て
受
け
た
法
第

六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
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